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ミヤイリガイに対する肺吸虫の感染実験

（3） 宮崎肺筬虫での感染実験

川 島 健治郎　 宮 崎　一 郎

九州大学医学部寄生虫学教室

（昭和39 年7 月25 日受 領）

緒　　 言

宮 崎肺吸虫 乃zΓα呂びi　imus　miy・azakii　Kamo，　Nishida，Hatsushika

et　Tomimura ，1961は，山口県珂玖郡 六呂師

のサワガユ 鳬 た7。io7i　dehaarti　（White ）から得 た肺吸虫

のメタセルカリアをネコ及びダイ コクネズ ミに経 口投与

し ，実験的 に得られた成虫にも とずいて新種 とし て発表

されたものであり，現在，終末宿主 として はイタチ，テ

ン，イヌが知られている（Kamo　eにil．，　1961　；　Terauchi

がah ，　1961）．中間宿主 に関し ては，前記の 淡水 産サワ

ガ エが第2 中間宿主 として知られ るのみ で，第1 中間宿

主 は現在のところ不明である．従って，そ のレジアやセ

ノレカリアなどの形態も全く明ら かに され てい ない．

著 者らは本研究の第1 報及び第2 報 におい て大平 肺吸

虫ParagoJiit・n9　ohirai　Miyazaki，　1939や小形 大平肺

吸 虫 鳬 忽gonimus 　ilokおuen四治Chen ，1940 の幼虫が

ミヤイ リガイ0 。。melania 　n。sophora　（Robson ，　1915）

に高 率に感 染しセルカリアにまで 発育す ることを報告し

た（川島 一宮 崎，　1963　a，　b）， その後， こ の一 連の研究

の一 部として宮崎肺吸虫幼虫のミ ヤイ リガイ への感 染実

験 を試みた ところ，きわ めて低率 ではあ るが，ミヤイリ

ガイ体内で同肺吸虫幼虫が セルカ リアにまで発育するこ

とを証明した． よって本報におい て，そ の実験成績とカ

イ 体内における幼虫の形態につい て述 べる．

実験材料 およ び方法

実験に用いたミ ヤイ リガイは1961 年12 月 山梨県甲府

盆地から採集したもので， それ を引 続き実験室内で飼育

し ，他の吸虫類幼虫の自然感染 がない と考えられるもの

を選んだ，又同採集地は 甲府 盆地内 の平 野の中心部であ

り，その環境からみて宮崎肺吸 虫の分布 はないもの と考

えられるので，その幼虫 のミヤイリガイにおける 自然感

染はない と考えて よいで あろ う．

文 部省科学研究費の補助を感謝す る．

宮崎肺吸虫の卵 は， 山口県六呂師で採集し たサワガニ

から得 たメタ セル カリアをイヌ又はネ コに経 口投 与し ，

約3 ヵ月後に解剖し て肺における虫嚢腫 の中 から得た．

これら の卵 は水道 水を満たし た時計皿 にうっ し27 °Cの・

孵卵器 の中に保存し た． 水は 毎 日交換し20 ～30 日後に

冷去p法に よって孵化 させ多数のミラシジ ウムを得 た．

感染方法 は 大平肺 吸虫や 小形大平肺吸 虫の 場 合に 準

じ，ミヤイ リガイ1 個体当りのミラシジ ウムの数 は25 個

体，接触時間 は24 時間としたが，実験Ⅲ の場 合のみ，ミ

ヤイ リガイ1 個 体当りの ミラシジウ ムの 数 は60 個体 と

し，若干の ミラ シジウム形 成卵も同時に投 入し た．感染

実験は3 回おこ ない ． 用いたミヤイ リガイ の 数 は80 偃

体であっ た．

感染実験の成績と考察

実験成績 はTable　1 ～3 に示し たとお りである．実験I

の場 合は，　1963年10 月から1964 年7 月 の間におこな

い， ミラシジウムをミヤイ リガイに接 触侵入させてから32

日目と265 日目の2 回に わたり 生 き残っ た13 個体 の

カイを解剖し 観察をおこ なっ たが，肺 吸虫の幼虫は全 く

認 められなかっ た．実験I と殆 んど平行し ておこなっ た

実 験H の 場 合は， ミラシジ ウムを 接 触侵入させて から145

日目に3 個体のミヤイ リガイ を 解剖 観察した とこ ろ

そ のうち 工個体に宮崎肺吸 虫のレジアと思われる ものを

証 明し た．その後，更に235 日目と260 日目の2 回 にわ

たっ て生 き残っ た30 個 体のミヤイ リガイ を 解剖観察し

たが， 何れも肺吸虫 の幼 虫と思 われるものは認 めら れな

かっ た．　し かし，こ の実 験で， きわめて低率で はあ るが

宮崎肺 吸虫がミヤイリガイ体内 で発育し 得る可能性 が示

された・ 実験Ⅲは1964 年3 月 から 同 年7 月の間にお こ

なっ たもので，前2 者 の実験と同 一の条件で飼育 された

ものである．しかし前述 のとお り，ミヤイリガイ1 個体
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Table　1．　Results　of　eχperimental　infection　oflarval　Paragonim

一心 覘6・azakii　in

Onco 。lelania。。j砂hora 　（I）

（A ）　Exposure　of　miracidia

Date

October
13，　1963

No ．　ofsnails　used

20

Average　number
of　miracidia

exposed ／snail
＿25

（B ）E χamination　of　rediae　and　cercariae

Date
Days　after

exposure

November13，
　1963July3

，　1964

No ．　of　　No．　of
snails　　snails

examined　infected　（％）

32

265

3

10

0 （O）O

（O ）

Stages　of　the
fluke　in

snail　body

－

Table　2．　Results　of　eχperimental　infection　oflarval　Paragonimus

　n・iyazakii　m
0 。・ 。，。Zα。必 ，7りsophora　（II）

（A ）　Exposure　of　miracidia

Date

October
18，　1963

No ．　ofsnails　used

40

Average　number

of　miracidiaexposed／snail25

（B）E χamination　of　rediae　and　cercariae

Days　after　No °．　of　　No ．　ofDate
＿　＿＿＿．．．．＿　snails　　　snails

－

Stages　of　the
fluke　in

exposure　examined　infected　（％）　snail　body

March

10，　1964June8

，　1964July3

，　1964

145

235

260

3

2

28

1（33．3）O

（O ）O

（O ）

rediae

－

当りのミラシジウムの数が60 個体で，前2 者 の実験群

に較べて大きかったことと，ミラシジウム形成卵も若干

投与しているため経口感染も或いは考慮しなければなら

ないことが異なっている．実験Ⅲにおいては，ミラシジウ

ムを接触侵入させてから86 日目に4 個体のミヤイリガ

イを解剖観察したところ，そのうち1 個体に宮崎肺吸虫

のレジアとセルカリアと思われる幼虫を認め，更に99 日

目に生き残った16 個体のミヤイリガイのうち1 個体に

同様な幼虫を証明し得た．従って実験I ～℡を通じて3

個体のミヤイリガイに宮崎肺吸虫のレジア又はセルカリ

Table　3 ．　Results　of　e χperimental　infection　of

larval 凡7Γagonimi バ フ・jxら・azalりj　in

0 。。 。telania 　noso がtor 　a　（III ）

（A ）　Exposure 　of　miracidia

Average　number

Date　　　　No °　of　　　　　of 　miracidia
snails　used　exposed ／snail

－　　　　　　　”㎜〃March

り　　　　60　and　several
　eggs27

，　1964　　　　 “O　　　　containing　miracidia

（B）E χamination　of　rediae　and　cercariae

No ．　of　　No ．　of　　Stages　of　theDate　Days　after　snails　　　snails
nuke　in

exposure　examined　infected 　（％）　snail　body

June
20 ，　1964July3

，　1964

86

99

4

16

1（25．0）1

　（6 ．3）

rediae　and

cercariae

rediae　and
cercariae

ア を認 めたことになる．これらの実験の全平均感染率 は

一部条 件が異なるために，必らずしもミ ヤイ リガイ に対

す る宮 崎肺 吸虫の感 染率を適確に表現する もので はない

かもし れないが，それを示 せば4 ．5％　（66 個体中3 個 体に

幼 虫を証明）となる．著 者らの既に報告し た大平肺吸 虫や

小形 大平肺 吸虫のミヤイリガイに対する感染実験 では，

そ の平 均感 染率は殆 んど100 ％であ り，こ れらの肺吸 虫

はミヤイリガイに対 して，きわ めて高い感染性 をもっ て

いる（川島・宮崎，　1963　a，　b）． これに対して 宮崎肺吸

虫のミヤイリガイに対する感染率はき わめて低 く，この

点 に関しては，明らかに前記2 種 の肺吸 虫と性質 を異に

している，他方， ウェ ステ ルマン肺吸 虫 凡z心即 池・z心

回留劼‘ノ7・ani　（Kerbert，　1878）はミヤイリガイ との間に全

く親和性がないと考えら れる ので（川 島・宮 崎，末発表），

ミヤイリガイ との間の親和性 に関して は，宮 崎肺吸虫は

大平およびyJヽ形大平 とウェ ステルマ ン肺吸 虫との中間的

性 質をもっているこ とが明 らかとなっ た．この事実は，

これら肺吸虫成虫 とダイ コクネ ズミの間にみられる終末

宿主特異性 と，ほぼ同様 の傾 向を示し ているこ とは誠に

興味深い（川島 ら，未発表）．又宮 崎肺吸虫はケリコ ット

肺吸 虫Paragonimus 　kellicoぷWard ，　1908と 最も似て

い るが，　Basch　（1959）は日本産ミ ヤイ リガイ に 多数の

ケ リコット肺吸 虫のミラシジウ ムを接 触侵入させ，そ の5

イ固体中2 個 体に同肺吸 虫のセルカリアを含む幼虫を証

明してい るので，こ の点 に関し ても類 似した性質を もっ

てい るもののようで ある．自然 界における宮崎肺吸虫の

第1 中間宿主は現在の ところ不明 のままで あるが，前述

（44 ）



の 諸事実から，大平肺吸虫や小形 大平肺 吸虫の中間宿主

とは勿論別の，又， ウェ ステ ルマン肺吸虫のそれ ともや

や 異なっ たカイ類 が宮崎肺吸 虫の第1 中間宿主になるで

あ ろ うこ とが想像できる．次に， セルカリアまでの発育

期 間であ るが，春 から夏 にかけてお こなっ た実験m の場

合， それは86 日であ るので， 大平肺吸虫や小形大平肺

吸 虫の場合 と大差ない，秋 から翌年の夏にわたっ ておこ

なっ た実験H の 場 合は，　145日目にレジアを証明してい

るので セル カリアを発見するまでには更に 日数 を要す る

もの と思 われるが， これは著者らが小形大平肺吸 虫で の

感染 実験で示し たよ うに（川島・宮崎，　1963　b），冬季は

カイ体内で肺吸 虫幼 虫は 発育 を休止し，翌春になって気

温の上昇 とともに再び 発育を開始するた め長期間 を要し

た ものと思われる．

レジア及びセルカリアの形態

1） レ ジアについ て（Table　4，　Fig，　1）

Table　4．　Measurements　of　the　2nd　rediae　of

R7Γagonimu ぶ増如azakii　（Fresh

raw　materials　：　8　specimens）

average　　　observed　range
（mm ．）　　　　　 （mm ．）

body　length
width

pharynχ　lengthwidthintestine　lengthwidth

0．5820
．0940
．0560
．0470
．1410
．050

0．526～0 ．6500
．078～0 ．1040
．046～0 ．0650
．042～0 ．0520
．111～0 ．1820
．041～0 ．066

第2 代 レジアの形態 は長 円筒形 で，その形は大平肺吸

虫や小形大平肺吸虫 のそ れに， きわめて類 似している・

観 察した8 個 体の 生鮮標本 の 計測値 はTable　4　に示し

た とおりであ るが，体長平均0 ．582　mm，　体幅平均0 ．094mm

で，前記2 種肺吸 虫や ウェステルマン肺吸虫のレジ

アより幾分小形で，且つ細長い 傾向 がみられた．咽頭は

比較的よく発達し， そ の長 径平 均0 ．056　mm，　横径平均0

．047　mm　で腸管に接続してい る．腸 管は，その長径平

均0 ．141　mm，　横径平均0 ．050　mm　であり，湯 管の長径

の体長に対す る割合は， 大平肺 吸虫や小形大平 肺吸虫の

そ れより 乱 概して大き く，逆 に，ウェステルマン肺吸虫

のそれ より も裃ヽ さい傾向 が認 められた．レジアはその 体

内に，最近，ノト宮・冨村（1964）がそのメタセルカ リア体

内 で認めた ものと同様 の腺 細胞 様構造物を多数含み，又

所 謂，顆粒 も多数認 められるので，腸の境界部位 もきわ

めて認めにくい．産門．終末 細胞 ，或いはウェステルマ

ン肺吸虫において，小宮・伊藤（1950）が認 めている前端

（　45　）
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Table　5．　Measurements　of　the　cercariae　ofParagonimus
。zz

、yαzakii　（Fresh

raw　materials　：　8　specimens）

body　lengtt

width

oral　sucker

acetabulum

stylet　lengt

widtl

tail　length

width

length
width

length
width

average
（mm ．）

－
0 ．1610

．0740

．0350

．0380

．0320

．0330

．0300

．0060

．0180

．010

observed　range
（mm ．）

O。131～0 ．1810
．070～0 ．0820
．033～0 ．0380
．035～0 ．0400
．028～0 ．0340
．030～0 ．0350
．027～0 ．0320
．005～0 ．0060
．016～0 ．0200
．009～0 ．012

一 一 ミ 〃

部 の感覚毛 などは十分 確認し 得なかっ た．又， レジアは

何れ もミヤイ リガイの中腸腺に見出 され た．

2） セル カリアについ て （Table　5，　Figs．　2，　3）

セルカ リア は肺吸 虫の他の種のそれ と同様，短 尾で中

形 のものであっ た．又 ，形 態や運動状態 も肺 吸虫の他の

種の もの に， きわめて類 似した ものであっ た．生鮮標本8

個 体の計測 値はTable　5　に示 してある が， 体長平均0

．161　mm，　体幅平 均0 ．074　mm で， レジア同 様大平 肺

吸 虫や小形 大平肺 吸虫のそれよ り伝 やや小 さい 傾向が

認 められた． 口吸盤は，その長径平均0 ．035　mm，　横径

平均 の0 ．038　mm で腹吸盤 の 長径平均0 ．032mm や横

径平均0 ．033　mm に較 べて，や や 大きかっ た． 又 囗吸

盤 には，よく発達した 穿刺棘 があ り， その 長さは 平均0

．030mm で あっ た．尚，著者ら の観察 では，この穿刺練

は メタセル カリアにおいて も比較的明確 に認 みられる も

のもあ り（Fig．　4）， メタセルカリアには 穿刺棘 を欠 く と

い う意見（小宮 ・冨 村，　1964）には疑義がある ．著 者らの

考え によれば ， 本種におい ては， そ の 全幼 虫期を 通じ

て，所謂 ，顆粒 状の物 質を多数そ の体内に内臓してい る

た め，特 にメタセルカリアにおいて 穿刺 棘が認めにくい

のであっ て，必 らずし もこれを欠く ものではない．体表

面に は大平肺 吸虫におい てみられる と， ほぼ同様の欹か

い 細毛 を疎生 し，殊に後端部で はやや密 生し ている．又

同様 の細毛 は尾部にも認 められ た． 尾は特に伸縮性に富

む ため計測 が困難であるが，比較的 伸長し てい る とき の

長径 は平 均0 ．018　mm　で， 他 種の 肺吸 虫のそれ と 大差

ない ．体内には咽 頭，腸管或い は穿刺腺 が認 められた が

そ の詳 細を確認するこ とは困難 であっ た．終 末細胞 も不

詳 のまま であ る．尚，セルカ リアについ て特 筆すべきこ

とは，顕微鏡 観察中，2 個体の セル カリアがFigs ．　2，3

に示し たように尾をとり，被嗇しはじ めたこ とであっ て
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こ のこ とは本邦産 の他の種の肺吸虫については未記録 の

事実であ る．こ の被嚢し はじ めたセルカリアは強い顕微

鏡 の光 源下 におい ても凡そ10 時間 は 生存し得 たが，そ

れ以降 は観察操作 をほどこしたた めに死亡し た．

要　　 約

著者 らは宮崎肺吸 虫Ax りgommus　miyazakii　Kamo ，Nishida

，　Hatsushika　et　Tomimura，　1961の ミラシジウ

ムを 実験的 に ミヤイリガイ　0 ，7・ 。tetania　nosoがlora

（Robson ，　1915）に接 触侵入させ，そ の感染 の状態を観察

し た．実験は3 回おこなっ たが， そのうち秋から翌春に

わたっ た実験n において，　145日目にレジアが 認 められ

た．又春から夏にかけておこ なっ た実験Ⅲにおいては，86

日目 と99 日目に夫々レ ジアと セルカリアが証明され

た．3回 の実 験にお ける全平 均感 染率は4 ．5％であ り，こ

れによっ て，宮崎肺吸 虫がきわめて低 率ではあるが ミヤ

イ リガイ に感染成熟 するこ とが判 明した．又見出 された

同肺吸 虫の レジアや セルカリアは 従来全く 未知 のもの

で，ここ に不完全 ながらそ れらの記載及び計測値を示し

た．こ れによると，現在のところ，同肺吸虫を幼 虫で他

の種 の肺 吸虫のそ れと鑑別するこ とは，き わめて 困難 で

あ ると思われる．宮崎肺吸虫の場合 も，大平肺吸 虫や小

形 大平 肺吸虫の場 合と同様，ミヤイ リガイ が自然 界にお

い て， その第 工中間宿主として の役割を果すこ とは，そ

れ らの分布上の知 見から，ない もの と考 えられる．し か

し ，こ れら一連の研究から，ミ ヤイ リガイ との親和性と

い う性 質において，きわ めて強い親和性を もってい る大

平 及び小形大平肺吸虫型，わず かながら親和性 をもっ て

い る宮崎肺吸虫型，全く親和性 のない と考 えられるウェ

ステ ル マ ン肺 吸 虫型 の3 型 に ， 本 邦 産 の 肺 吸 虫 を 分類 す

る こ と が出 来 る ． こ の 性 質 は 肺 吸 虫 の宿 主 特 異 性 の観 点

か ら き わ め て興 味 深 い も の と思 わ れ る ．

稿 を 終 る に 当 り， 山 梨 県 の ミ ヤイ リ ガ イ の 採 集 に 便 宜

を お は か り下 さっ た 山 梨 県 衛 生 研 究所 の 飯 島 利 彦 博 士 ，

実 験 上 ， 種 々 の援 助 を た ま わっ た 当 教 室 の多 田 功 学 士 ，

宮 原 道 明 氏 に感 謝 す る．
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EXPLANATION　OF　PLATE

The　second　reciia　of　凡j7‘αgりηx・／冫lxぴ 川らな1ぶ以訟

Cercaria　of 八j／・。9，J。，・。，／μ 川，j・α2，遥凧　encysted　on　the　slide　glass．

Cercaria　of　／切 －ago。j。1。j ／刀り・と，x山kii，　encysted　on　the　slide　glass．　Arro 丶vshows　the　tail ，removed

．

Fig ．　4．　Metacercaria　of　 ／匐 一昨ぐ，J。y，ノ。，5。，ら・4，．s。ん‘i．　Arrow 　shows　the　stylet．

（　47　）
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THE　EXPERIMENTAL　INFECTION 　OF　LARVAL　LUNG
－FLUKES　TO

JAPANESE 　ONCOM 日：ania　SNAILS

肚　EXPERIMENTAL　INFECTION 　OF 　PARAGONIMUS　MIYAZAK μ

KAMO ，　NISHIDA ，　HATSUSHIKA　AND　TOMIMURA ，　1961

TO 　ONCOMELANIA　NOSOPHO 尺八 （ROBSON ，　1915 ）

KEN 」IRO　KA 丶へ／ASHIMA 　＆　ICHIRO 　MIYAZAKI

’／），？，／，－／。，ど。／皿／` 八irasi・／。／agy 凡z，・x，／り9J 、／≒Ur￥yjr・j。r，尺j・，び／。。

t．y肩・i・冖－吋り・，F 。ん1θ£1。 厶ゆd ／1＝

Recently ，　Kamo　and　his　co －workers　found　a　new　metacercaria　from　a　fresh　water　crab ，jJ

θyxx
。ion　di・圦。。ti　i　White　i　which　was

　collected　in　the　stream　at　Rokuroshi－Village，　Yamaguchi －Prefecture

，　Japan ．　After　various　e χperimental　studies　it　was　named 八。－，jgo，詒ノ1。s 。。j・4に ，xゐitby

Kamo ，　Nishida，　Hatsushika　and　Tomimura　in　196　1 　as　a　new　species　of　the　lung　fluke．　Theadult　worm　of

this　fluke　was　found　naturally　infected　in　weasels，　yellow　marten　and　a　dog，　butthe　first

intermediate　host　of　this　fluke　has　never　been　found　yet ．　In　consideration　of　the　factthat　p

．　ぷ，j，・ぷMiyazaki ，　1939 ，　P．　i・loktsiee。as 八Chen ，　1940　and　 冫）。kcll，・，・otti　Ward ，　1908 ，　therelated　species

of　this　fluke　were　found　eχperimentally　infected　in　0　。r。。，r／。，泌，／1θj’θμ・onpRob ・son

，1915 ）by　Kawashima　and　Miyazaki　in　1963　and　by　Basch　in　1959 ，　the　present　eχperimentwas　carried　out

．

The　0 ，j・ 。，話。臨，snails　were　e χposed　to　a　number　of　newly　hatched　miracidia　S25miracidia

／snail　in　the　first　and　the　second　eχperiments　；　60　miracidia　and　several　eggs　containingthe　miracidia

／snail　in　the　third　eχperiment ）　of　p．　。jり＞azakii　for　24　hours　in　Petri　dishes．　Thesesnails　were　bred　in

a　culture　box　under　the　laboratory　condition　and　were　examined　after　the

exposure ．　In　the　case　of　the　first　eχperiment　（Table　D　which　was　carried　out　between　Octoberof　1963　and　July　of　1964

，　neither　rediae　nor　cercariae　were　found　in　13　snails　eχamined　in　32　and265　days　after　e

χposure ．　In　the　case　of　the　second　eχperiment　（Table　2）　which　was　carried　outat　the　almost　same　time　of　the　first　e

χperiment ，　the　rediae　were 　found　l　of　3　snails　eχaminedin　145　days　after　e

χposure ．　Between　235　and　260　days　after　eχposure ，　however ，　neither　rediaenor　cercariae　were　found　in　30　snails

　eχamined ．　In　the　case　of　the　third　eχperiment　i　Table ぶwhich

was　carried　out　between　March　and　July　of　1964 ，　the　rediae　and　cercariae　were　found　inl　of　4　snails

eχamined　in　86　clays　after　eχposure　and　in　l　of　16　snails　eχamined　in　99　daysafter　e

χposure ，　respectively．

The　above　mentioned　results　show　that　invadec 囗arvae　of　the　fluke　in　the　snail　body　couldnot　develop　to　rediae　and　cercariae　in　low　temperature　as　winter　and　that　this　fluke　and　0

．jj6g

／，／，。，－。have　an　affinity　with　each　other　though　the　infection　rate　was　very　low．
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